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 要 旨   

 

アルコールの乱用と依存は、依然として公衆衛生上の重要な問題であるが、アルコールの報酬

効果に関与する脳回路は十分に理解されていない。アルコールの神経活動への影響を研究する一

つの有望な方法は、報酬と他の機能に関与する脳領域間の機能的結合への影響を調べることであ

る。ここでは、アルコール問題の既往のない 19 人の健康な青年において、報酬に関連する脳回

路の安静時機能的結合性に及ぼす 2種類のアルコール用量（0.4および 0.8 g/kg）の効果をプラ

セボと比較検討した。高用量のアルコールは、低用量ではなく、報酬関連領域から感覚野および

運動野、そして認知制御に関連する領域間の結合を有意に増加させた。予想に反して、アルコー

ルはいずれの用量でも腹側線条体の結合を有意に変化させなかった。これらの結果は、アルコー

ルが報酬関連領域から視覚および感覚皮質領域への結合に及ぼす未知の効果を明らかにするも

のである。 

 


